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1. 衣服寸法の設定，並びに衣服型紙の製作におい て

は，その基礎研究として， 着衣の対 象となる人体の計測

的 研究が必要である。

衣服寸法研究グループの調査研究の一環 として，これ

までMartin 氏の人体測定器を使用して，計測を行なっ

た経験があ るが，今回は，「シルエッター」写真機を使用

して計測を行い ，さらに体型調査とその分類を試みるの

を目的とした。

2. 「シルエッター」 写真機（210mm 大 口 径 レ ン ズ，

600W ストロボ同調， クイックコピーシステムによ る 自

動現像，酒井 特殊カ メラ製）を使用し， 被写体の正面と

測面を実物1/10 に縮尺された写真図を一枚のコピー紙上

に現像する方 法を採用した。 昭和43年７月当校女 子学生

を対象として撮影の上，測定を行なった。

3. この方 法により被験者の羞恥心を少 なくし,  1 人

当り30秒で短時間で多人数の資料を得ることができた。

また写真撮影に よって，人 の手に よる計測誤差の個人 差

をな くすことができた。困　 １日に800 名の測定ができ

た。㈲　当地域での基準となる体型 を数種定めて，被験

者が どの ような分布になるかを調査した。 ㈲　被験者等

の追跡調査や，全国的分類に役立てるために，将来のコ

ンピ ューターに よる固型認識，パター ン分類の基礎原点

試料の制作を試みてみ た。帥　カメ ラレンズのヒ ズミに

よる誤差は,  0.5%  以下を確認し，基準写真図との比較

法に より，被服製作に必要な各部の寸法を得る方法を試

みてみた。


